
日
本
の
近
代
化
過
程
に
わ
け
る
貿
易
構
造
の
変
化

清
　
水

貞

麦イ

　
日
本
経
済
の
発
展
は
、
そ
の
内
的
た
発
展
と
外
的
な
衝
撃
の
中
で
推
移
し
た
た
め
、
そ
の
発
展
の
過
程
は
貿
易
構
造
の
変
化
に
顕

著
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
本
稿
で
は
日
本
経
済
の
発
展
を
貿
易
構
造
の
側
面
か
ら
捉
え
て
そ
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
産
業
の
発
展
と
貿
場
の
発
展
の
問
に
は
ギ
ャ
ッ
ブ
が
あ
り
、
例
え
ぼ
戦
前
（
昭
和
初
期
）
に
お
い

て
目
本
産
業
は
か
な
り
工
業
化
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
貿
場
面
に
は
あ
ま
り
反
映
し
て
い
な
い
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
日
本
産

業
構
造
と
貿
易
構
造
の
関
連
と
し
て
後
に
詳
し
く
検
討
す
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
貿
易
構
造
の
変
化
を
み
る
場
合
も
単
に
輸
出
入
構

造
の
変
化
だ
げ
で
な
く
、
諾
外
国
と
の
地
域
別
の
交
易
条
件
の
変
化
を
み
る
必
要
が
あ
る
。
た
と
え
ぼ
わ
が
国
の
資
本
蓄
積
が
交
易

条
件
の
悪
化
を
と
も
な
っ
た
も
の
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
う
と
し
て
ど
の
地
域
と
の
交
易
条
件
が
悪
化
し
て
い
る
の
か
は
興
味
あ
る
問

題
で
あ
る
。
し
か
し
こ
こ
で
は
交
易
条
件
に
っ
い
て
は
ひ
と
ま
ず
お
き
、
地
域
別
・
商
品
別
の
輸
出
入
構
造
の
変
化
を
中
心
に
・
追
求

す
る
。
統
計
数
字
は
若
干
加
工
し
て
あ
る
が
資
料
は
『
日
本
帝
国
統
計
年
鑑
』
で
あ
る
。

　
　
　
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
げ
る
貿
易
構
造
の
変
化
（
渚
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
　
（
五
三
五
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
六
　
（
五
三
六
）

　
概
括
的
に
は
輸
出
入
は
日
清
戦
争
後
急
速
に
増
大
し
、
第
一
次
大
戦
後
は
単
に
量
的
発
展
に
と
ど
ま
ら
ず
、
質
的
に
変
化
を
と
げ

た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
貿
易
相
手
国
は
輸
出
で
は
終
始
ア
メ
リ
ヵ
が
第
一
位
を
占
め
、
三
〇
〃
四
〇
％
と
他
を
圧
し
て
い
る
。

第
二
位
は
フ
ラ
ソ
ス
か
ら
中
国
へ
と
移
り
か
わ
り
、
全
体
と
し
て
明
治
年
間
に
お
い
て
は
欧
米
向
げ
輸
出
の
比
重
が
高
い
が
、
徐
々

に
中
国
、
印
度
、
そ
の
他
の
極
東
地
域
向
げ
輸
出
の
比
重
が
高
く
な
っ
て
く
る
。
特
に
欧
州
の
比
重
の
低
下
が
顕
著
と
な
る
（
第
一
図
）
。

商
品
別
に
見
て
み
る
と
、
明
治
初
期
に
は
生
糸
、
茶
お
よ
び
そ
の
他
の
一
次
産
品
が
輸
出
さ
れ
て
お
り
、
繊
維
が
徐
々
に
増
加
し
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
輸
入
は
国
別
に
見
れ
ぼ
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ソ
ス
な
ど
の
欧
米
諾
国
と
印
度
、
中
国
な

ど
の
ア
ジ
ァ
諸
国
が
ほ
ぼ
半
々
と
な
っ
て
い
る
が
、
欧
米
諸
国
の
構
成
に
お
い
て
明
治
末
期
か
ら
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
地
位
が

逆
転
し
て
い
る
（
第
二
八
図
）
。

　
貿
易
相
手
国
別
に
、
よ
り
詳
細
な
概
観
を
１
行
な
え
ぼ
、
対
ア
メ
リ
カ
貿
易
（
主
と
し
て
生
糸
の
輸
出
と
綿
花
の
輸
入
）
は
日
本
の
輸
出

貿
易
に
お
い
て
極
め
て
重
要
な
地
位
を
占
め
、
三
〇
～
四
〇
％
の
シ
ェ
ァ
ー
を
も
っ
て
い
る
が
、
明
治
期
全
般
と
大
正
七
年
ま
で
は

大
巾
な
輸
出
超
過
で
あ
っ
た
（
第
一
図
．
第
二
図
）
。
こ
れ
と
対
昭
一
的
な
の
が
対
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
貿
易
、
特
に
対
イ
ギ
リ
ス
、
対
ド
ィ
ツ

の
貿
易
で
あ
る
（
対
フ
ラ
ン
ス
貿
場
は
日
本
の
生
糸
輸
出
が
主
で
輸
出
商
品
構
造
は
対
ア
メ
リ
カ
貿
易
と
似
て
お
り
、
日
本
の
大
巾
な
輸
出
超
過

と
な
っ
て
い
る
）
。
対
イ
ギ
リ
ス
貿
場
で
は
明
治
初
期
に
お
い
て
は
日
本
の
輸
入
の
五
〇
劣
前
後
を
占
め
、
第
一
位
の
相
手
国
で
あ
っ

た
が
、
そ
の
ウ
エ
イ
ト
は
漸
減
傾
向
を
示
し
、
明
治
末
期
に
は
二
〇
％
、
大
正
末
か
ら
昭
和
期
に
は
こ
の
傾
向
は
一
層
強
ま
っ
て
一

〇
％
以
下
に
落
ち
込
ん
で
い
る
（
第
四
図
）
。
し
か
し
、
こ
こ
で
い
え
る
こ
と
は
対
イ
ギ
リ
ス
貿
易
で
は
目
本
の
大
巾
な
輸
入
超
過
を

示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
輸
入
商
品
構
成
と
し
て
は
時
期
に
よ
っ
て
異
な
る
が
綿
糸
、
綿
織
物
、
毛
織
物
、
鉄
、
機
械
、
化
学
製
品
で

あ
る
。
日
本
の
工
業
化
の
進
展
と
共
に
こ
の
入
超
巾
は
減
少
し
、
日
本
と
イ
ギ
リ
ス
産
業
の
競
争
関
係
を
示
し
て
い
る
。
対
ド
イ
ツ



貿
易
は
対
イ
ギ
リ
ス
貿
場
と
同
じ
く
日
本
の
輸
入
超
過
と
な
っ
て
お
り
（
第
五
図
・
第
六
図
）
、
主
な
輸
入
品
は
鉄
、
機
械
、
化
学
製

品
で
あ
る
。
対
ド
イ
ツ
貿
易
の
場
合
、
第
一
次
大
戦
に
お
い
て
敵
国
関
係
に
な
っ
た
と
い
う
事
態
が
あ
り
、
貿
易
関
係
に
大
き
な
中

断
と
、
そ
の
後
の
ド
ィ
ッ
経
済
の
苦
悩
を
反
映
す
る
貿
易
の
不
振
が
あ
る
げ
れ
ど
も
、
イ
ギ
リ
ス
の
ヶ
ー
ス
と
は
逆
に
日
本
の
工
業

化
に
従
っ
て
対
ド
イ
ツ
貿
場
の
シ
ェ
ア
ー
は
特
に
輸
入
に
。
お
い
て
増
大
し
て
い
る
。
日
本
産
業
と
ド
イ
ッ
産
業
に
あ
る
程
度
の
補
完

関
係
の
増
大
が
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　
次
に
対
中
国
貿
易
に
お
け
る
輸
出
超
過
（
綿
糸
．
綿
織
物
）
と
対
イ
ソ
ド
貿
易
に
お
け
る
輸
入
超
過
（
棉
花
）
を
指
摘
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
第
一
次
大
戦
後
、
対
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
貿
場
が
激
減
し
て
輸
出
入
と
も
に
ア
メ
リ
ヵ
の
ウ
ェ
ィ
ト
が
高
ま
り
、
ま
た
商
品
と
し

て
は
綿
織
物
輸
出
（
対
中
国
お
よ
び
ア
ジ
ァ
諸
国
）
が
急
速
に
伸
び
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

　
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
け
る
工
業
化
は
一
方
に
お
い
て
極
東
、
東
南
ア
ジ
ァ
に
お
け
る
輸
出
市
場
（
特
に
綿
工
業
の
）
を
前
提
と

し
て
い
る
が
、
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
機
械
、
鉄
、
化
学
製
品
の
輸
入
に
よ
っ
て
機
械
化
、
設
備
の
近
代
化
が
行
な
わ
れ
、
そ

の
輸
入
資
金
を
ア
メ
リ
カ
ヘ
の
生
糸
輸
出
で
稼
い
だ
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
欧
米
貿
易
に
お
け
る
輸
出
市
場
と
輸
入
市
場
の
分

裂
は
産
業
化
過
程
に
お
げ
る
日
本
貿
易
の
一
つ
の
基
本
的
な
関
係
と
し
て
お
さ
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
関
係
が
日
本
経
済
を
対
イ

ギ
リ
ス
、
対
ア
メ
リ
カ
と
の
関
係
で
決
定
的
に
従
属
さ
せ
ず
、
独
白
の
帝
国
主
義
国
家
と
し
て
飛
躍
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
更
に
こ
の

関
係
を
お
さ
え
る
こ
と
か
ら
第
一
次
大
戦
後
、
欧
州
諾
国
の
ウ
ェ
イ
ト
が
弱
く
な
り
対
米
依
存
関
係
が
強
く
な
っ
た
時
期
（
い
わ
ゆ

る
「
三
環
節
」
が
形
成
さ
れ
た
時
期
）
に
お
げ
る
日
本
貿
易
の
把
握
に
お
い
て
も
重
要
な
示
唆
を
与
え
る
。

　
以
上
の
ま
と
め
と
し
て
明
治
．
大
正
・
昭
和
（
第
二
次
大
戦
以
前
）
の
口
本
の
貿
易
を
シ
ェ
ー
マ
化
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

Ｑ
対
先
進
地
域
貿
易
。
生
糸
輸
出
Ｈ
工
業
製
品
輸
入
。
生
糸
は
初
期
に
は
フ
ラ
ソ
ス
、
イ
タ
リ
ー
、
イ
ギ
リ
ス
ヘ
も
で
て
い
た

　
　
　
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
け
る
貿
易
構
造
の
変
化
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
　
（
五
三
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
　
（
五
三
八
）

が
、
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ェ
イ
ト
が
圧
倒
的
に
大
で
あ
る
。
工
業
製
品
は
明
治
期
に
は
イ
ギ
リ
ス
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
ウ
ェ
イ
ト
が
高
く
、

そ
の
点
で
輸
出
市
場
と
輸
入
市
場
の
分
裂
が
み
ら
れ
る
。
明
治
末
か
ら
大
正
に
か
げ
て
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ェ
イ
ト
が
増
大
し
て
く
る
。

　
　
　
対
後
進
地
域
貿
易
。
綿
織
物
輸
出
Ｈ
綿
花
輸
入
。
こ
れ
は
明
治
三
〇
年
代
以
後
に
確
立
さ
れ
る
が
、
輸
出
国
は
中
国
、
韓
国
、

香
港
、
印
度
、
関
東
州
、
満
州
、
蘭
印
、
フ
イ
リ
ピ
ソ
、
海
峡
植
民
地
等
、
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
南
米
の
い
わ
ゆ
る
発
展
の
遅
れ

た
国
お
よ
び
地
域
で
あ
る
。
綿
花
の
輸
入
は
中
国
、
印
度
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
で
、
推
移
と
し
て
は
、
中
国
（
清
国
）
↓
英
領
印
度
↓
ア

メ
リ
カ
合
衆
国
と
移
り
か
わ
っ
て
い
る
が
、
昭
和
期
に
入
っ
て
も
印
度
の
ウ
ェ
イ
ト
は
第
一
位
を
ア
メ
リ
カ
に
譲
っ
た
と
は
い
え
、

こ
れ
と
伍
し
て
い
る
。
の
ち
に
。
で
て
く
る
い
わ
ゆ
る
第
３
の
環
節
は
＠
か
ら
派
生
す
る
。

　
こ
の
よ
う
に
日
本
貿
易
を
、
先
進
的
要
素
と
後
進
的
要
素
の
二
つ
の
環
節
に
分
げ
て
把
握
す
る
と
、
日
本
が
後
進
的
状
態
か
ら
出

発
し
、
資
本
主
義
的
、
帝
国
主
義
的
国
家
へ
と
発
展
す
る
過
程
に
あ
っ
た
中
間
的
性
格
を
把
握
し
う
る
だ
ろ
う
。

二

　
以
上
の
考
え
方
を
前
提
と
し
て
第
一
次
大
戦
後
の
目
本
貿
易
の
構
造
と
し
て
名
和
統
一
教
授
に
よ
っ
て
定
式
化
さ
れ
た
い
わ
ゆ
る

「
三
環
節
論
」
に
対
す
る
疑
問
を
提
起
し
た
い
。

　
三
環
節
論
は
戦
前
（
第
二
次
大
戦
前
）
の
日
本
貿
易
の
構
造
に
っ
い
て
、
名
和
統
一
教
授
が
「
日
本
紡
績
業
と
原
棉
問
題
研
究
』
に

お
い
て
再
生
産
論
的
視
点
か
ら
目
本
の
貿
易
相
手
国
を
三
つ
の
地
域
に
分
げ
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
節
の
も
つ
特
徴
か
ら
目
本
は
第

三
の
環
節
へ
向
け
て
の
帝
国
主
義
的
政
策
を
と
る
必
然
性
を
論
じ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
戦
後
に
お
い
て
も
『
目
本
資
本
主
義
と
貿

易
問
題
』
で
再
述
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
松
井
清
『
日
本
の
貿
易
』
、
松
井
清
編
『
近
代
日
本
貿
易
史
』
、
吉
村
正
晴
『
産
業
労
働
研



究
所
報
第
６
号
』
な
ど
で
も
同
様
な
見
解
に
立
っ
て
論
が
展
開
さ
れ
て
い
る
。
名
和
教
授
の
見
解
を
そ
の
著
書
か
ら
引
用
し
て
見
よ

う
Ｏ　

「
日
本
貿
易
は
貿
易
商
品
種
類
と
対
偶
国
と
の
組
合
せ
に
お
い
て
基
本
的
に
は
次
の
三
っ
の
環
節
に
分
析
・
把
握
さ
れ
得
た
。

　
〔
第
－
環
節
〕
生
糸
Ｈ
棉
花
お
よ
び
機
械
の
対
米
貿
易
。
一
九
三
六
年
貿
易
総
額
の
中
、
輸
出
に
お
い
て
二
四
・
五
％
、
輸
入
に
ー

　
お
い
て
三
一
・
九
％
。

　
〔
第
２
環
節
〕
綿
製
品
Ｈ
重
工
業
原
料
の
対
英
帝
国
貿
易
。
輸
出
に
お
い
て
二
八
・
三
％
、
輸
入
に
お
い
て
三
一
・
九
劣
。

　
〔
第
３
環
節
〕
機
械
お
よ
び
雑
製
品
Ｈ
食
料
お
よ
び
原
料
の
対
満
州
・
中
国
貿
易
。
所
謂
「
円
ブ
ロ
ッ
ク
」
貿
易
は
輸
出
に
お
い

　
て
；
二
．
五
％
、
輸
入
に
お
い
て
一
四
・
○
劣
、
こ
の
外
に
台
湾
、
朝
鮮
と
の
貿
易
額
が
加
算
さ
れ
る
。

　
〔
第
－
環
節
〕
零
細
耕
作
農
民
の
家
内
副
業
と
し
て
の
養
蚕
労
働
、
土
産
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ァ
的
な
製
糸
業
の
生
産
物
た
る
生

糸
は
日
本
の
国
土
と
労
働
と
が
生
粋
の
日
本
商
品
と
し
て
、
輸
出
し
得
る
殆
ど
唯
一
の
商
品
で
あ
り
、
当
然
に
日
本
貿
易
循
環
の

起
動
点
を
な
す
が
、
そ
れ
は
合
衆
国
で
は
大
衆
の
必
需
品
で
は
な
く
て
、
景
気
の
変
動
を
蒙
る
こ
と
の
最
も
大
き
い
客
移
品
需
要

　
に
属
し
、
生
糸
貿
易
は
日
本
資
本
主
義
経
済
の
ま
さ
し
く
『
ア
キ
レ
ス
の
腱
』
を
な
し
た
。
生
糸
と
交
換
に
得
ら
れ
る
棉
花
は
資

本
主
義
的
機
械
制
大
農
業
の
生
産
物
で
あ
り
、
か
つ
ア
メ
リ
カ
が
世
界
市
場
に
お
い
て
独
占
的
地
位
を
保
持
し
て
い
る
商
品
で
あ

る
が
、
日
本
に
と
っ
て
は
そ
の
輸
入
は
、
第
２
環
節
に
、
お
げ
る
綿
製
品
輸
出
の
原
料
素
材
と
し
て
不
可
欠
な
も
の
で
あ
り
、
高
級

機
械
、
原
油
の
輸
入
が
準
戦
・
戦
争
経
済
に
と
っ
て
第
一
級
的
緊
急
性
を
有
す
る
こ
と
と
と
も
に
。
第
－
環
節
日
・
米
貿
易
は
瞭
か

に
日
本
の
側
に
と
っ
て
ｑ
ま
ミ
昌
量
巨
ｏ
な
不
等
価
交
換
関
係
を
措
定
す
る
。

　
〔
第
２
環
節
〕
第
－
環
節
に
継
起
す
る
対
英
帝
国
鳳
領
貿
易
は
綿
製
品
輸
出
と
重
工
業
用
原
料
（
鉄
鉱
、
銑
鉄
、
非
鉄
金
属
・
ア
ル
ミ

　
　
　
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
げ
る
貿
易
構
造
の
変
化
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
九
　
（
五
三
九
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
〇
　
（
五
四
〇
）

　
ニ
ゥ
ム
、
生
ゴ
ム
等
）
輸
入
よ
り
な
り
、
そ
れ
は
一
面
に
お
い
て
対
植
民
地
・
半
植
民
地
貿
易
の
性
質
を
具
え
る
が
、
そ
こ
で
は
先

進
ラ
ソ
カ
シ
ァ
ー
綿
業
と
の
激
甚
た
競
争
、
英
帝
国
政
治
勢
力
と
直
面
し
た
げ
れ
ば
た
ら
た
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
第
－
環
節
の

貿
易
型
と
第
３
環
節
の
貿
易
型
と
の
混
成
的
中
問
型
貿
易
型
式
と
し
て
規
定
さ
れ
得
た
。

　
〔
第
３
環
節
〕
植
民
地
お
よ
び
満
州
中
国
に
対
す
る
貿
易
に
お
い
て
は
、
瞭
か
に
掠
取
的
帝
国
主
義
の
本
格
的
な
対
植
民
地
貿
目
勿

　
型
が
検
出
さ
れ
た
。
機
械
等
生
産
手
段
お
よ
び
繊
維
製
品
そ
の
他
広
汎
な
雑
製
品
の
輸
出
に
対
し
て
食
料
品
お
よ
び
原
料
品
が
独

占
的
に
外
部
勢
力
排
除
的
に
輸
入
さ
れ
た
の
で
あ
る
」
（
名
和
統
一
『
日
本
資
本
主
義
と
貿
場
問
題
』
二
二
～
ニ
ゴ
貢
）
。

　
こ
こ
で
特
に
問
題
と
し
た
い
の
は
第
－
環
節
の
対
米
貿
易
の
位
置
づ
げ
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
環
節
に
っ
い
て
更
に
名
和
教
授
の

主
張
を
聞
い
て
み
よ
う
。

　
　
「
生
糸
輸
出
の
日
本
総
輸
出
中
の
地
位
は
大
正
十
四
年
三
八
・
二
％
か
ら
昭
和
八
年
　
十
年
平
均
一
六
．
三
％
に
著
し
く
低
下
し

　
た
け
れ
ど
も
、
尚
綿
織
物
に
次
い
で
第
二
の
輸
出
地
位
を
占
め
て
お
り
、
且
つ
そ
れ
が
日
本
の
国
土
か
ら
原
本
的
に
輸
出
し
得
る

　
唯
一
の
商
品
（
若
干
の
水
産
物
を
除
い
て
）
な
る
を
以
て
日
本
貿
場
機
構
の
起
点
を
な
し
て
い
る
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
生
糸
は
衣

　
料
用
繊
維
と
し
て
軽
く
、
柔
か
く
、
光
沢
あ
り
、
且
つ
強
靱
で
あ
る
が
、
其
の
生
産
に
於
て
労
働
を
要
す
る
こ
と
大
で
あ
り
、
技

　
術
的
に
機
械
化
が
極
め
て
困
難
で
あ
り
、
従
っ
て
他
の
如
何
な
る
繊
維
よ
り
も
最
も
高
貴
で
あ
っ
て
、
到
底
勤
労
大
衆
の
一
般
的

　
消
費
資
料
た
り
得
な
い
。
共
故
に
生
糸
を
如
何
に
多
量
に
産
し
て
も
、
そ
れ
を
以
っ
て
目
本
は
国
内
に
す
ら
購
買
層
を
見
出
し
得

　
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
ま
し
て
極
東
に
お
い
て
生
糸
を
以
っ
て
共
の
販
路
を
創
出
し
得
な
い
。
か
く
て
生
糸
生
産
量
の
大
部
分
が

　
輸
出
に
向
げ
ら
れ
、
其
又
殆
ん
ど
凡
て
が
合
衆
国
に
輸
出
せ
ら
れ
て
、
そ
こ
で
有
閑
階
級
の
「
著
像
品
」
と
し
て
消
費
さ
れ
る
の

　
で
あ
る
。
従
っ
て
生
糸
需
要
は
合
衆
国
景
況
の
影
響
を
受
く
る
こ
と
最
も
深
刻
で
あ
り
、
人
絹
に
よ
る
共
の
使
用
価
値
低
下
と
と

↓

帖帖
＾

山』山川
・



も
に
、
世
界
恐
慌
以
後
、
生
糸
の
販
路
は
著
し
く
梗
塞
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
か
っ
た
。

　
日
本
の
対
米
輸
出
の
昭
和
四
年
八
二
・
六
％
、
昭
和
九
年
六
〇
・
一
劣
を
生
糸
が
占
め
る
に
－
対
し
て
、
日
本
の
購
入
す
る
と
こ

ろ
の
も
の
は
、
石
油
・
機
械
類
・
層
鉄
・
木
材
パ
ル
プ
等
が
あ
る
が
、
就
中
棉
花
は
五
二
％
（
昭
和
九
年
）
を
占
め
る
の
で
あ
る
。

棉
花
は
生
糸
に
反
し
て
最
も
大
衆
的
な
衣
料
用
原
料
で
あ
り
、
棉
花
輸
入
が
な
け
れ
ぼ
、
日
本
の
棉
業
は
其
の
製
品
を
海
外
に
輸

出
し
得
ざ
る
は
勿
論
、
国
民
を
衣
服
す
る
こ
と
す
ら
な
し
得
な
い
の
で
あ
る
。
加
ふ
る
に
日
本
紡
績
業
に
於
け
る
漸
次
高
番
手
化

は
粗
悪
な
る
印
綿
よ
り
米
綿
依
存
を
強
く
し
た
。
斯
の
如
く
日
本
の
米
綿
需
要
は
痛
切
で
あ
る
に
反
し
、
合
衆
国
棉
花
生
産
の
約

半
数
は
国
内
で
消
費
さ
れ
る
の
み
な
ら
ず
、
輸
出
棉
花
の
仕
向
地
は
分
散
し
て
い
て
、
口
本
向
輸
出
の
割
合
は
近
年
頓
に
増
大
し

た
と
は
云
え
（
一
九
二
七
年
二
一
・
七
％
か
ら
一
九
三
四
年
三
二
八
％
へ
）
之
を
欧
州
向
け
輸
出
に
較
べ
て
軽
微
で
あ
る
。
合
衆
国
に

と
っ
て
仮
に
生
糸
の
輸
入
を
絶
っ
て
も
、
そ
れ
は
合
衆
国
経
済
に
大
し
て
痛
痒
を
与
え
る
も
の
で
は
な
い
、
少
数
の
生
糸
加
工
工

場
が
困
る
だ
け
で
あ
る
。
然
る
に
日
本
に
と
っ
て
生
糸
輸
出
の
壌
減
は
、
穀
作
農
耕
収
入
の
み
を
以
っ
て
し
て
は
其
生
計
を
維
持

し
能
わ
ず
、
如
何
に
其
利
益
が
些
少
で
も
養
蚕
収
入
を
以
っ
て
漸
く
農
家
経
営
を
再
生
産
し
て
い
る
多
数
の
日
本
農
家
に
と
っ
て

致
命
的
で
あ
る
。
口
本
の
フ
ァ
シ
ス
ト
達
が
太
平
洋
を
距
て
て
米
帝
国
主
義
を
如
何
に
憎
悪
し
よ
う
と
も
、
思
慮
あ
る
日
本
の
政

治
家
、
実
業
家
達
は
常
に
合
衆
国
の
景
気
に
注
意
を
怠
り
は
し
な
い
の
で
あ
る
。
目
本
農
業
は
そ
の
重
要
な
支
柱
を
そ
れ
に
置
い

て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
更
に
生
糸
の
輸
出
が
な
け
れ
ぼ
棉
花
の
輸
入
は
な
さ
れ
得
ず
、
棉
花
の
輸
入
が
な
げ
れ
ぼ
、
棉
製
品
の
世

界
市
場
輸
出
は
有
り
得
ず
、
緊
迫
せ
る
重
工
業
用
原
料
輸
入
を
な
し
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
生
糸
輸
出
は
日
本
貿
易
の
従
っ
て
又

目
本
経
済
の
『
ア
キ
レ
ス
の
踵
』
で
あ
る
。

　
生
糸
Ｈ
棉
花
交
換
の
背
後
に
。
あ
る
以
上
の
如
き
機
構
関
連
は
当
然
に
生
糸
Ｈ
棉
花
日
米
貿
目
勿
を
弓
目
８
§
二
量
３
な
ら
し
め
、

　
　
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
げ
る
貿
易
構
造
の
変
化
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
一
　
（
五
四
一
）



　
　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
．
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
二
　
（
五
四
二
）

　
日
本
の
米
国
に
対
す
る
経
済
関
係
を
著
し
く
従
属
的
な
ら
し
め
る
』
（
名
和
統
；
日
本
紡
績
業
と
原
棉
問
題
研
究
」
四
六
三
～
四
六
六
頁
）
。

　
要
す
る
に
名
和
教
授
は
対
米
貿
易
を
主
と
し
て
生
糸
輸
出
１
１
綿
花
輸
入
と
い
う
点
で
と
ら
え
ら
れ
、
こ
こ
か
ら
日
本
経
済
の
対
米

後
進
性
、
従
属
性
を
主
張
さ
れ
る
。
対
米
貿
易
は
綿
花
の
外
、
機
械
・
工
業
製
品
も
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
後
進
性
を
と
か
れ
る
の
な

ら
わ
か
る
が
、
綿
花
輸
入
の
面
で
と
ら
え
ら
れ
（
機
械
輸
入
は
ア
メ
リ
ヵ
か
ら
の
総
輸
入
額
の
一
〇
％
に
満
た
ず
、
綿
花
輸
入
は
五
〇
％
前
後

を
占
め
て
い
る
の
で
対
米
輸
入
の
重
要
品
を
綿
花
輸
入
と
し
て
お
さ
え
ら
れ
る
の
は
一
面
で
正
当
で
あ
ろ
う
）
、
そ
の
面
か
ら
日
本
の
半
植
民
地

的
従
属
性
を
主
張
さ
れ
る
点
に
疑
問
を
感
ず
る
（
半
植
民
地
的
と
い
う
表
現
は
名
和
教
授
自
身
の
表
現
で
は
な
い
が
、
他
の
論
者
に
ょ
っ
て

用
い
ら
れ
て
い
る
）
。
第
一
次
大
戦
後
の
対
米
綿
花
輸
入
が
何
故
に
対
米
従
属
な
の
か
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
従
属
性
、

或
は
半
植
民
地
性
を
何
に
よ
っ
て
規
定
す
る
か
が
問
題
と
な
る
。
綿
花
は
一
次
産
品
的
農
産
物
で
あ
る
こ
と
の
他
に
生
産
関
係
、
す

な
わ
ち
綿
花
が
ど
の
よ
う
な
状
況
で
作
ら
れ
て
い
た
か
、
第
二
に
綿
花
の
集
荷
関
係
、
す
な
わ
ち
貿
易
に
お
げ
る
主
導
権
を
誰
が
に

ぎ
っ
て
い
た
か
が
明
ら
か
に
さ
れ
ね
ぼ
な
ら
な
い
（
従
属
と
い
わ
ず
ま
肩
邑
昌
８
す
な
わ
ち
依
存
と
い
う
な
ら
問
題
は
な
い
。
貿
易
は
通
常

暮
胃
箒
肩
邑
害
８
相
互
依
存
関
係
に
あ
る
か
ら
で
あ
る
）
。

　
ま
づ
綿
花
の
生
産
か
ら
見
て
ゆ
こ
う
。
　
「
生
糸
と
交
換
に
得
ら
れ
る
棉
花
は
資
本
主
義
的
機
械
制
大
農
業
の
生
産
物
」
と
名
和
教

授
が
い
っ
て
お
ら
れ
る
が
そ
の
通
り
だ
ろ
う
か
。

　
ア
メ
リ
カ
の
綿
花
栽
培
は
英
国
の
植
民
地
で
ニ
ハ
〇
七
年
に
始
ま
っ
た
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
イ
ギ
リ
ス
は
ア
メ
リ
カ
、
印
度
、

エ
ジ
プ
ト
な
ど
に
綿
花
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ァ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ラ
ソ
ド
に
は
羊
毛
と
い
っ
た
よ
う
に
自
国
の
植
民
地
を
イ
ギ
リ
ス
産
業
の

原
料
供
給
地
と
し
て
い
っ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
棉
花
栽
培
も
こ
の
よ
う
な
中
で
発
展
し
た
。
綿
花
栽
培
は
第
二
次
大
戦
後
、
綿
花
摘
取

機
が
普
及
し
て
か
ら
急
速
に
大
農
化
し
て
い
る
。
し
か
し
戦
前
の
綿
花
栽
培
は
一
般
に
は
大
農
経
営
と
は
い
え
な
い
。
こ
れ
は
小
麦
、



と
う
も
ろ
こ
し
、
果
実
な
ど
と
は
違
う
。
整
地
、
播
種
ま
で
は
他
の
農
産
物
と
大
差
な
い
が
、
発
芽
後
の
問
引
、
除
草
、
施
肥
、
殺

虫
、
摘
取
な
ど
一
々
手
で
や
る
必
要
が
あ
り
、
極
め
て
集
約
的
な
産
業
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
集
約
的
な
産
業
は
黒
人
の
奴
隷
労

働
と
結
び
つ
い
て
成
功
し
得
た
。
こ
の
時
期
に
お
い
て
は
綿
作
は
多
数
の
黒
人
奴
隷
を
使
用
す
る
大
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ソ
農
場
で
行

な
わ
れ
て
い
た
。

　
一
八
六
一
年
～
六
四
年
の
ア
メ
リ
カ
南
北
戦
争
は
事
態
を
一
変
し
た
。
奴
隷
は
解
放
さ
れ
た
。
し
か
し
真
の
解
放
で
は
な
い
。
以

前
の
奴
隷
制
が
単
に
変
形
し
た
に
す
ぎ
な
い
。
新
た
に
登
場
し
た
の
は
大
プ
ラ
ソ
テ
ー
シ
ヨ
ソ
の
分
割
、
貸
与
の
上
に
あ
ら
わ
れ
た

小
作
制
度
で
あ
る
。
主
人
か
ら
解
放
さ
れ
、
土
地
か
ら
解
放
さ
れ
、
農
器
具
も
持
た
ず
、
綿
花
の
種
子
も
持
た
な
い
黒
人
は
移
の
上

で
は
奴
隷
で
は
な
く
な
っ
た
が
、
従
来
の
伝
統
的
な
関
係
の
継
続
の
上
に
立
っ
て
の
み
生
き
得
た
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
分
益
小
作

や
シ
ェ
ア
ー
．
ク
ロ
ツ
パ
ー
が
こ
れ
で
、
特
に
ク
ロ
ツ
バ
ー
は
小
作
農
民
の
農
下
層
に
あ
り
、
地
主
は
土
地
、
建
物
、
農
具
、
役
畜
、

飼
料
、
種
子
、
時
に
は
食
料
ま
で
供
給
し
、
小
作
人
は
労
力
の
み
を
出
す
と
い
う
小
作
形
態
と
し
て
も
最
低
の
も
の
で
あ
る
。
　
「
南

部
に
お
け
る
小
作
人
の
三
分
の
一
以
上
、
そ
し
て
黒
人
の
半
ぼ
以
上
は
、
ク
ロ
ツ
パ
ー
、
す
な
わ
ち
貧
窮
と
隷
属
と
の
最
低
の
範
時

　
　
　
（
ユ
）

に
あ
る
。
」
「
コ
ヅ
ト
ソ
．
ベ
ル
ト
の
農
民
風
景
は
『
ベ
ソ
キ
も
塗
ら
れ
な
い
仮
小
屋
、
雨
に
溝
を
う
が
た
れ
た
農
場
、
乱
れ
た
る
垣

根
、
ガ
ラ
ク
タ
の
フ
オ
ー
ド
パ
汚
物
、
貧
乏
、
病
気
、
・
賎
役
、
そ
し
て
コ
ヅ
ト
ソ
・
ベ
ル
ト
を
何
千
哩
も
拡
が
っ
て
い
る
単
調
さ
の
・

悲
惨
な
る
パ
ノ
ラ
マ
』
と
し
て
画
か
れ
て
来
た
。
　
『
棉
花
は
白
人
の
作
物
で
な
く
、
黒
人
の
作
物
で
あ
り
、
そ
れ
と
し
て
留
ま
ら
ね

ぼ
な
ら
な
い
。
何
故
な
ら
黒
人
の
生
活
水
準
は
常
に
低
劣
で
あ
っ
た
し
、
又
そ
の
生
来
的
な
劣
等
さ
が
そ
れ
を
変
化
す
る
こ
と
を
不

必
要
な
ら
し
め
て
い
る
か
ら
」
と
は
、
常
に
言
わ
れ
て
来
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
今
や
、
白
人
の
家
族
が
勤
労
者
の
殆
ん
ど
三
分
の
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
２
）

を
占
め
る
に
至
っ
て
、
貧
窮
極
ま
る
生
活
は
人
種
的
な
特
性
で
は
た
く
て
、
棉
花
小
作
制
度
の
結
果
で
あ
る
こ
と
が
明
白
で
あ
る
」
。

　
　
　
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
げ
る
貿
易
構
造
の
変
化
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
三
　
（
五
四
三
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
四
　
（
五
四
四
）

こ
れ
は
一
九
三
〇
年
頃
の
綿
作
小
作
者
の
状
態
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
が
、
最
高
の
資
本
主
義
国
に
。
お
げ
る
前
近
代
的
な
小
作
制
度

が
南
部
農
業
の
基
礎
を
な
し
て
い
た
と
い
え
る
。

　
南
北
戦
争
の
結
果
、
ア
メ
リ
カ
資
本
主
義
は
飛
躍
的
な
発
展
を
す
る
。
こ
の
発
展
の
主
導
権
は
北
部
の
工
業
に
握
ら
れ
て
い
た
。

南
部
の
綿
作
を
中
心
と
し
た
農
業
は
最
初
は
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
的
な
モ
ノ
カ
ル
チ
ュ
ア
と
し
て
ラ
ソ
カ
シ
ァ
に
従
属
し
て
い
た
が
、

や
が
て
ア
メ
リ
カ
北
部
の
発
展
に
と
も
た
っ
て
北
部
の
植
民
地
と
化
し
て
行
く
。
綿
作
が
ア
メ
リ
カ
に
お
げ
る
後
進
的
な
部
分
で
あ

る
こ
と
は
変
り
な
く
、
綿
花
貿
易
は
後
進
的
ア
メ
リ
カ
南
部
綿
業
対
先
進
的
日
本
綿
工
業
と
の
間
の
関
係
で
あ
る
。
生
糸
貿
易
は
日

本
の
同
じ
よ
う
た
後
進
的
な
基
盤
の
上
に
成
立
つ
産
業
と
ア
メ
リ
カ
北
部
と
の
貿
易
と
と
ら
え
る
べ
き
で
あ
る
。
近
代
的
資
本
主
義

杜
会
は
国
家
と
い
う
範
曉
で
総
括
さ
れ
る
と
し
て
も
、
資
本
主
義
化
の
過
程
に
ア
ソ
バ
ラ
ソ
ス
が
あ
り
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
よ
り
遅

れ
て
急
速
に
発
達
し
た
ア
メ
リ
カ
の
場
合
北
と
南
の
異
質
性
が
ま
だ
第
二
次
大
戦
前
に
お
い
て
は
事
実
と
し
て
残
っ
て
い
た
の
で
あ

る
。
貿
易
構
造
に
。
も
こ
れ
が
反
映
し
ア
メ
リ
ヵ
貿
易
構
造
の
も
つ
二
重
性
と
し
て
把
握
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
な
観
点
は
更
に
綿
花
の
集
荷
、
流
通
関
係
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
補
強
さ
れ
る
。
目
本
の
貿
易
は
開
港
後
外
国
人

・
外
国
商
杜
に
よ
っ
て
殆
ん
ど
が
扱
わ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
の
外
商
は
巨
大
な
資
本
力
で
貿
場
を
支
配
し
、
商
権
を
掌
握
し
て
い
た

の
で
あ
る
・
し
か
し
、
あ
る
意
味
で
幸
い
な
こ
と
に
は
、
こ
の
貿
易
は
居
留
地
貿
易
で
あ
り
、
条
約
に
定
め
た
一
定
の
地
域
（
開
港

場
の
附
近
）
の
中
で
の
み
行
な
わ
れ
、
外
商
に
対
す
る
内
地
開
放
で
は
な
か
っ
た
。
も
し
内
地
開
放
を
し
て
お
れ
ば
、
生
糸
に
っ
い
て

の
集
荷
組
織
は
完
全
に
外
国
資
本
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
て
し
ま
っ
た
だ
ろ
う
。
内
地
開
放
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
や
が
て
は

商
権
の
回
復
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
商
品
の
流
通
秒
態
、
資
本
関
係
、
商
権
を
誰
が
握
っ
て
い
る
か
は
、
，
貿
場
の
有
利
．
不
利

を
、
あ
る
い
は
貿
易
の
主
導
権
が
ど
こ
に
あ
る
か
を
知
る
一
つ
の
基
準
と
た
る
。



　
日
本
の
米
綿
輸
入
の
場
合
、
最
初
は
ア
メ
リ
カ
人
に
よ
っ
て
日
本
に
持
込
ま
れ
た
が
、
や
が
て
日
本
綿
業
が
確
立
さ
れ
、
世
界
の

綿
業
国
と
な
る
頃
は
、
米
綿
輸
入
の
殆
ん
ど
は
東
綿
、
日
綿
、
江
商
の
い
わ
ゆ
る
三
綿
に
独
占
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
綿
花
貿
易
は
価

格
の
変
動
が
激
し
く
、
大
き
な
リ
ス
ク
を
伴
な
う
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
三
綿
も
あ
る
意
味
で
は
日
本
の
巨
大
な
紡
績
資
本
の
防
波

堤
と
し
て
、
景
気
の
浮
沈
に
あ
え
い
だ
弱
小
資
本
と
も
い
え
る
が
、
ま
た
別
の
面
で
は
綿
紡
資
本
の
う
し
ろ
立
て
の
も
と
に
、
自
己

の
計
算
で
価
格
の
変
動
を
逆
に
利
用
し
て
か
せ
ぐ
だ
け
の
資
本
力
を
持
っ
た
巨
大
な
綿
貿
資
本
と
い
え
る
。
こ
れ
ら
の
商
杜
は
、
ア

メ
リ
ヵ
各
地
の
綿
花
取
引
所
で
正
式
な
会
員
と
し
て
取
引
に
参
加
し
た
だ
け
で
は
な
く
、
南
部
に
張
り
め
ぐ
ら
さ
れ
た
自
杜
の
集
荷

網
を
通
じ
て
直
接
生
産
者
か
ら
現
地
買
付
を
行
な
い
、
自
己
の
繰
綿
工
場
、
ブ
レ
ス
エ
場
、
倉
庫
な
ど
を
保
有
し
て
日
本
に
綿
花
を

も
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

　
東
綿
の
前
身
で
あ
る
三
井
物
産
綿
花
部
は
現
地
法
人
Ｃ
Ｏ
◎
暮
訂
昌
軍
◎
旨
募
Ｏ
◎
・
（
杜
内
乎
称
南
部
物
産
）
を
設
立
し
、
ダ
ラ
ス
を

拠
点
と
し
て
目
本
へ
の
綿
花
輸
入
を
行
な
う
と
共
に
、
大
正
年
問
に
は
英
国
を
主
と
す
る
欧
州
大
陸
取
引
で
一
層
優
位
を
占
め
、
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
３
）

た
米
国
内
の
紡
績
会
杜
へ
の
売
込
み
な
ど
を
行
な
っ
て
い
る
。

　
ま
た
日
綿
の
活
躍
に
つ
い
て
は
、

　
「
我
杜
の
米
綿
原
産
地
買
付
機
関
は
既
述
の
通
り
明
治
四
十
三
年
以
来
本
拠
を
テ
キ
サ
ス
州
フ
ォ
ー
ト
ウ
ォ
ー
ス
市
に
置
い
て
き

た
が
、
昭
和
元
年
後
述
の
理
由
に
よ
り
同
市
の
東
方
約
三
十
五
哩
を
隔
る
ダ
ラ
ス
市
に
本
拠
を
移
転
し
た
。
、
主
な
る
棉
花
集

散
地
に
は
一
年
中
を
通
じ
、
或
は
棉
花
出
回
り
期
間
中
、
出
張
所
を
設
置
し
て
栽
培
者
よ
り
直
接
買
付
を
原
則
と
し
、
又
地
方
の
棉

花
商
よ
り
も
大
量
の
買
付
を
な
し
た
。
而
し
て
南
都
各
州
棉
産
地
に
あ
っ
て
は
、
我
杜
は
棉
花
輸
出
の
大
手
筋
と
し
て
、
棉
花
栽
培

者
、
棉
花
商
間
に
誰
知
ら
ぬ
者
も
な
き
程
に
宅
声
を
博
し
、
其
の
永
年
に
亘
っ
て
築
き
上
げ
た
絶
大
の
信
用
に
よ
り
、
米
国
人
相
手

　
　
　
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
げ
る
貿
易
構
造
の
変
化
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
五
　
（
五
四
五
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
六
　
（
五
四
六
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
４
）

の
諸
敢
引
、
即
ち
棉
花
買
付
よ
り
積
出
乃
至
代
金
回
収
に
至
る
迄
の
各
般
の
取
引
が
極
め
て
円
滑
に
取
運
ん
だ
」

　
こ
の
よ
う
な
輸
入
商
の
組
織
は
イ
ギ
リ
ス
の
綿
花
輸
入
業
者
の
組
織
よ
り
も
勝
れ
て
お
り
、
最
低
の
価
格
で
綿
花
を
購
入
し
得
た
。

そ
し
て
例
え
綿
花
輸
入
に
際
し
、
そ
の
リ
ス
ク
を
も
ろ
に
被
っ
て
損
を
し
た
と
し
て
も
、
綿
花
輸
入
商
は
同
時
に
綿
織
物
輸
出
商
で

あ
り
、
輸
出
面
で
も
う
か
る
仕
組
み
に
－
な
っ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
綿
花
輸
入
と
綿
織
物
輸
出
が
一
っ
の
環
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
綿
業
は
明
治
、
大
正
期
を
通
じ
て
飛
躍
的
に
成
長
し
、
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
）
に
は
イ
ギ
リ
ス
を
お
さ
え
て
世
界
第
一
位

の
綿
布
輸
出
国
と
な
り
、
大
平
洋
戦
争
の
始
ま
る
ま
で
こ
の
地
位
を
保
っ
て
お
り
、
輸
出
の
ピ
ー
ク
は
昭
和
一
〇
年
で
あ
っ
た
。
し

か
し
、
日
本
綿
業
も
楽
な
道
を
歩
ん
で
来
た
の
で
は
な
い
。
特
に
昭
和
期
に
入
っ
て
か
ら
は
多
く
の
困
難
に
直
面
し
て
い
る
。
一
九

二
九
年
（
昭
和
四
年
）
に
端
を
発
し
た
世
界
恐
慌
、
　
一
九
三
〇
年
の
イ
ギ
リ
ス
の
金
本
位
離
脱
、
三
二
年
の
オ
ッ
タ
ワ
会
議
な
ど
を

通
じ
て
世
界
経
済
は
分
断
状
態
と
た
り
、
ブ
ロ
ヅ
ク
経
済
の
時
代
に
入
る
。
同
じ
年
、
日
本
は
満
州
事
変
を
は
じ
め
て
対
中
国
侵
略

の
意
図
を
示
す
。
こ
れ
ら
を
通
じ
て
目
本
と
ア
メ
リ
ヵ
と
の
関
係
も
悪
化
す
る
。
こ
れ
と
は
別
に
ア
メ
リ
ヵ
で
は
一
九
二
九
年
に
農

業
出
荷
法
が
議
会
を
通
過
し
、
三
〇
年
に
は
綿
花
安
定
会
杜
が
設
立
さ
れ
る
な
ど
綿
花
価
格
の
維
持
が
は
か
ら
れ
、
三
三
年
に
議
会

を
通
過
し
た
農
業
調
整
法
、
更
に
一
二
四
年
の
バ
ソ
ク
ヘ
ッ
ド
綿
花
統
制
法
に
よ
っ
て
作
付
面
積
の
統
制
が
行
な
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
米
綿
統
制
の
強
化
と
、
国
際
金
本
位
制
の
崩
壊
、
ブ
ロ
ッ
ク
化
は
、
日
本
の
綿
業
資
本
を
し
て
ア
メ
リ
カ
以
外
の

原
綿
（
印
度
．
中
国
の
ほ
か
エ
ジ
プ
ト
．
ブ
ラ
ジ
ル
等
）
．
を
摸
索
せ
し
め
た
。
つ
ま
り
金
本
位
制
の
崩
壌
の
も
と
で
は
国
別
の
収
支
を
均

衡
さ
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
対
米
貿
易
は
こ
の
時
期
に
は
日
本
は
入
超
に
な
っ
て
い
た
の
で
、
米
綿
の
購
入
も
思
う
に
ま
か
せ
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
国
別
、
地
域
別
の
均
衡
が
重
視
さ
れ
た
時
期
に
主
張
さ
れ
た
の
が
名
和
教
授
の
三
環
節
論
で
あ
り
、
当

時
の
世
界
経
済
の
中
で
の
位
置
づ
げ
と
し
て
理
解
さ
れ
な
い
こ
と
も
な
い
。



　
し
か
し
そ
の
よ
う
に
把
え
る
場
合
で
も
第
一
環
節
、
対
米
貿
易
を
半
植
民
地
的
従
属
型
と
一
面
的
に
規
定
す
る
わ
げ
に
は
い
か
な

い
。
む
し
ろ
そ
れ
は
第
二
環
節
の
対
東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
の
中
間
的
関
係
と
似
て
い
る
、
と
把
握
す
べ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
こ
で

は
東
南
ア
ジ
ァ
を
統
括
す
る
英
帝
国
と
、
南
部
を
支
配
す
る
北
部
と
が
同
様
の
位
置
に
あ
り
、
そ
こ
か
ら
日
本
帝
国
主
義
の
方
向
が

き
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
半
植
民
地
的
従
属
型
の
貿
易
関
係
か
ら
は
帝
国
主
義
へ
の
道
は
直
ち
に
は
で
て
こ
な
い
だ
ろ
う
。
ア
メ
リ
ヵ

の
綿
花
輸
出
の
不
振
は
、
そ
の
作
付
面
積
の
制
限
に
も
拘
わ
ら
ず
滞
貨
を
増
加
さ
せ
、
綿
花
栽
培
者
を
一
層
の
貧
困
に
お
と
し
入
れ

た
こ
と
も
銘
記
す
べ
き
で
あ
る
。
い
づ
れ
に
し
て
も
明
治
・
大
正
・
昭
和
を
通
じ
て
生
糸
輸
出
、
綿
花
輸
入
の
は
た
し
て
き
た
役
割

を
一
貫
し
て
位
置
づ
け
た
上
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
よ
っ
て
あ
ら
わ
れ
る
特
殊
性
を
お
さ
え
る
こ
と
は
三
環
節
論
で
は
で
き
な
い

し
、
ま
た
三
環
節
を
第
一
次
大
戦
後
の
み
を
特
徴
づ
げ
る
も
の
と
し
て
規
定
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
以
前
の
時
期
と
の
関
連
を
明
確

に
、
な
し
得
な
い
。

　
　
（
１
）
支
那
綿
業
調
査
委
員
会
「
米
国
綿
作
農
業
と
伝
統
」
藤
田
敬
三
編
『
世
界
産
業
発
達
史
研
究
』
四
八
頁

　
　
（
２
）
藤
田
敬
三
編
前
掲
書
　
五
四
頁

　
　
（
３
）
　
東
綿
四
十
年
史
　
四
八
頁
、
五
七
頁
参
照

　
　
（
４
）
　
目
本
綿
花
株
式
会
杜
五
十
年
史
　
一
七
三
頁

三

　
三
環
節
論
で
は
ヨ
ー
ロ
ツ
パ
と
の
関
係
が
考
慮
に
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
第
二
環
節
に
お
い
て
対
東
南
ア
ジ
ァ
貿
易
の
背
後

に
宗
主
国
た
る
イ
ギ
リ
ス
が
ひ
か
え
て
い
る
と
い
う
形
で
の
み
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
が
で
て
く
る
に
す
ぎ
な
い
。
第
一
次
大
戦
後
、
全

貿
易
額
に
占
め
る
対
ヨ
ー
ロ
ヅ
バ
貿
易
の
比
重
の
低
下
が
み
ら
れ
る
が
、
こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
経
済
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係

　
　
　
日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
げ
る
貿
易
構
造
の
変
化
（
清
水
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
七
　
（
五
四
七
）



　
　
　
立
命
館
経
済
学
（
第
十
六
巻
・
第
五
・
六
合
併
号
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五
八
　
（
五
四
八
）

を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
歴
史
的
役
割
の
評
価
と
補
完
・
競
争
関
係
の
評
価
で
あ
る
。

　
世
界
の
貿
易
構
造
は
何
れ
も
イ
ギ
リ
ス
と
の
関
係
を
無
視
し
て
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
の
産
業
革
命
は
先
づ
紡
績

業
に
於
て
始
ま
っ
た
。
織
物
は
最
も
一
般
的
な
需
要
を
持
ち
、
市
場
性
に
富
ん
で
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
か
く
し
て
イ
ギ
リ
ス
は
綿

花
、
羊
毛
を
輸
入
し
、
綿
織
物
、
毛
織
物
を
輸
出
す
る
紡
績
王
国
と
た
っ
た
の
で
あ
る
。
遅
れ
て
産
業
革
命
に
入
っ
た
ド
イ
ッ
、
フ

ラ
ソ
ス
も
イ
ギ
リ
ス
の
紡
績
機
を
導
入
し
、
織
物
業
か
ら
産
業
革
命
に
入
っ
た
と
い
え
る
。
し
か
し
後
発
国
た
る
こ
れ
ら
の
国
は
、

自
国
市
場
、
又
は
自
国
植
民
地
市
場
を
越
え
て
世
界
市
場
に
織
物
国
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
は
イ
ギ
リ

ス
と
の
競
争
に
直
面
す
る
か
ら
で
あ
る
。
ド
ィ
ツ
は
コ
ー
ル
タ
ー
ル
染
料
を
中
心
と
す
る
化
学
工
業
を
発
展
さ
せ
て
、
イ
ギ
リ
ス
綿

工
業
と
の
補
完
関
係
を
展
開
し
つ
っ
重
化
学
工
業
化
を
遂
行
し
た
。
目
本
の
場
合
は
ド
イ
ツ
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
同
様
に
紡
績
業

を
中
心
と
し
て
産
業
革
命
に
入
っ
た
が
、
極
東
に
位
置
し
て
い
た
と
い
う
地
理
的
事
情
、
目
本
農
業
の
封
建
的
後
進
性
を
基
礎
と
し

た
低
賃
金
労
働
者
に
よ
っ
て
競
争
上
優
位
に
立
ち
得
た
こ
と
、
中
国
、
印
度
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
綿
花
供
給
地
の
真
中
に
位
し
て
い

た
こ
と
、
優
秀
な
自
動
織
機
の
発
明
な
ど
が
あ
っ
て
徐
々
に
そ
の
地
位
を
強
化
し
て
い
っ
た
。

　
極
東
に
あ
っ
て
は
、
す
で
に
イ
ギ
リ
ス
に
よ
っ
て
綿
織
物
需
要
国
の
開
発
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
第
一
次
大
戦
の
空
白
に

よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
が
後
退
し
た
と
こ
ろ
へ
目
本
の
急
激
な
進
出
と
な
っ
た
。
し
た
が
っ
て
後
発
日
本
の
貿
易
構
造
は
イ
ギ
リ
ス
と
似

て
お
り
、
そ
の
類
似
性
の
た
め
競
合
関
係
と
な
り
、
明
治
初
期
の
日
本
の
輸
入
は
対
英
輸
入
が
圧
到
的
比
重
を
占
め
て
い
た
に
も
拘

わ
ら
ず
、
日
本
の
産
業
発
展
に
と
も
な
っ
て
対
英
貿
易
の
ウ
ェ
イ
ト
は
急
速
に
減
じ
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
イ
ギ
リ
ス
と
補
完

的
な
産
業
を
発
展
さ
せ
た
ド
イ
ツ
と
の
貿
易
は
日
本
の
工
業
化
の
進
展
と
共
に
増
大
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
が
対
ヨ
ー
ロ
ツ
バ
貿
易
全

体
を
そ
の
ウ
ェ
ィ
ト
の
増
減
か
ら
見
た
概
観
で
あ
る
。
特
に
機
械
輸
入
の
点
か
ら
見
る
と
明
治
期
に
は
イ
ギ
リ
ス
が
圧
倒
的
に
一
位

…
＾

…甘
’…

山止
’

阯巾
…’

１

’
山山＾

↓



を
占
め
、
第
一
次
大
戦
後
ア
メ
リ
カ
が
第
一
位
と
な
る
。
し
か
し
第
一
次
大
戦
と
そ
れ
に
続
く
大
正
期
は
別
と
し
て
イ
ギ
リ
ス
、
ド

ィ
ツ
の
回
復
が
見
ら
れ
、
日
本
の
重
化
学
工
業
化
の
基
礎
は
ア
メ
リ
ヵ
よ
り
も
寧
ろ
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
に
負
う
と
こ
ろ
大
で
あ
っ
た

と
い
え
る
（
第
四
四
図
）
。

　
以
上
日
本
の
近
代
化
過
程
の
貿
易
構
造
を
生
糸
（
一
次
産
品
）
輸
出
Ｈ
綿
織
物
・
機
械
．
化
学
製
品
（
工
業
製
品
）
輸
入
と
綿
花

（
一
次
産
品
）
輸
入
Ｈ
綿
織
物
（
工
業
製
品
）
輸
出
と
い
う
観
点
で
と
ら
え
つ
つ
、
対
米
貿
易
の
把
握
を
中
心
に
「
三
環
節
論
」
の
批

判
を
試
み
た
。
も
と
よ
り
資
料
的
に
も
不
備
な
点
が
あ
り
、
今
後
深
め
ね
ぼ
な
ら
な
い
点
を
多
く
蔵
し
て
い
る
が
、
基
本
的
に
は
こ

の
把
握
が
正
し
い
も
の
と
思
う
。
本
稿
は
特
定
研
究
「
日
本
近
代
化
」
の
研
究
の
一
部
で
あ
る
。

日
本
の
近
代
化
過
程
に
お
げ
る
貿
易
構
造
の
変
化
（
清
水
）

五
九
　
（
五
四
九
）
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